
兵庫ニューメディア推進協議会

第１回 情報通信セミナー
～市民と企業の協働による地域情報化の新展開～

携帯電話、ＩＣカード、電子マネー、インターネットテレビなどが日常的なツールとなるにともなって、地域社会、ボランテ

ィア活動でのエコポイント、業種の異なる企業間の連携ツールなど、その利用形態が拡張されています。このセミナー

では、実際の現場での活用事例などに学びながら、今後、地域社会やビジネスでの展開について考えていきます。

日時 ２００９年11月17日(火)
午後１時30分～５時00分
（開場 午後１時）

場所 ラッセホール
２階ルージュローズ
神戸市中央区中山手通４丁目10番８号
神戸市営地下鉄「県庁前駅」徒歩５分

ＪＲ・阪神「元町駅」西口下車徒歩10分

先着120人まで（入場無料） 全国どの地域の方でも参加可能です。皆様のお申込みをお待ちしております。

事例報告１

エコ活動でポイントがたまる！ＥＸＰＯエコマネー
特定非営利活動法人エコデザイン市民社会フォーラム事務局長 石川基重さん

愛知万博の理念・成果を継承したＥＸＰＯエコマネーは、いまも拡大を続け、総参加者が約36万人にもなった。ＩＣカードなどを利用
し、市民一人ひとりがエコ活動でためたポイントで、「エコ商品との交換」や「植樹への寄付」をすることができる活動に、交通機
関、大型量販店なども参画し、地域をあげて、「持続可能な社会」の実現をめざす。

事例報告２

ＩＣカードを利用した市民活動交流・社会貢献ポイント・寄附支援システム
株式会社地域協働推進機構代表取締役、鶴ヶ島市協働政策幹 藤倉潤一郎さん

鶴ヶ島市 市民生活部参事 勝浦信幸さん

鶴ヶ島市（埼玉県）では、昨年末、市と民間企業が共同出資した非営利型のまちづくり会社・地域協働推進機構を設立。地域協働
のポータルサイトとＩＣカードを連携させ、社会貢献ポイントによる住民参加を促進するほか、公民館に設置した端末から自分たち
が支援したいＮＰＯに寄附できる地域協働の取り組みを展開中。

事例報告３

新しいお金 電子マネー・ポイント・仮想通貨の大混戦が始まる
株式会社ビットメディア代表取締役社長 高野雅晴さん

交通系、流通系のＩＣカードを利用したエコマネー、エコポイント事業により、地域協働型の新しいビジネスモデルを展開。横浜市、
世田谷区、鶴ヶ島市、大手町・丸の内・有楽町エリアなどで、先導的なエコポイント事業に取り組む。
また、世界初となるインストール不要の次世代Ｐ２Ｐライブ配信システムにより、ＮＨＫなどの放送局とも連携したインターネットテレ
ビに取り組むなど、地域レベルでの地域協働型の展開を図る。

主催 兵庫ニューメディア推進協議会 申し込み方法
http://www.hnmpc.gr.jp/ 協議会ＨＰから申込いただけます。または、

後援 兵庫県 （財）ひょうご環境創造協会 下記（１）～（５）を記載し、電子メール、またはＦＡＸ

ひょうごボランタリープラザ で事務局（内海、黒沢）へお申し込みください。

連絡先 兵庫ニューメディア推進協議会事務局 （１）第１回情報通信セミナー申し込み

（兵庫県企画県民部情報政策課内） （２）氏名（必須）

電話 078-362-3046 （３）企業・団体名

ファックス 078-362-9027 （４）e-mail（必須）

メール madoguchi@hnmpc.gr.jp （５）電話番号またはFax番号

ラッセホール


